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出し，ペーストの軟らかさと締固めエネルギー

の関係がポーラスコンクリートの性状に及ぼす

影響について調べた．その結果，図２に示すよう

に，降伏値が70Pa (W/C=21%,フロー値=150mm）

および52Pa (W/C=22%,フロー値=190mm) の

場合には，表面振動機の振動を直接受ける試験

体上層で目標空隙率である23%に近い空隙率を

示したが，下層では空隙率が高く，ほとんど締固

めが行われないことがわかった．この傾向は，超硬

練りコンクリートにおける振動の伝わり方に似て

いるものである．一方，降伏値が19Pa(W/C=23%,

フロー値=250mm）では，セメントペーストの

垂れにより，上層では空隙率が増加し，下層で

は空隙率が減少した．したがって，セメントペ

ーストに垂れを生じない程度の軟らかさが必要

である．

また，硬化後のポーラスコンクリートの圧縮

強度を調べた結果，図３に示すように52Pa(W/C=

22%,フロー値=190mm）の場合に最も強度特性

が優れていた．この理由は，ペーストの降伏値

が70Paでは結合材の連続性が失われ，19Paで

は垂れにより結合材の付着量が減少したためで，

骨材間を結合するペーストの軟らかさにペシマ

ム条件が存在することを意味している．

以上のことから，セメントペーストの流動性

と締固め条件の関係を明らかにすることは，製

造上，最適条件を決定するために必要であるこ

とがわかった．

次にビカー針による貫入量試験結果と降伏値

の関係を図４に示す．ビカー針試験は，通常セ

メントの凝結時間測定時にペーストの標準軟度

を確認するために使用されるが，一定の荷重を

加える試験であることから，降伏値の原理に近

く，何らかの関係が得られるものと考えた．ま

たフロー試験機が床に固定するのに対して，持

ち運びができ，簡易試験法として利用できる可

能性がある．

図４によれば，水セメント比に関わらず，ペ

ーストの降伏値が一定の値以下となった段階で，

ビカー針試験では，弾性変形から塑性変形に移

行することがわかった．すなわち，ビカー針試

験は一定の降伏値を簡易に表現するもので，貫

入針に加わる荷重を変化させることで，ポーラ

スコンクリートに求められる軟らかさを判定で

きる可能性が得られた．

図５ 空隙率と圧縮強度の関係

図６ セメントペーストの充填率と圧縮強度の関係

コンクリート廃材は，現在約1,000万m３余り

発生しているが，その大半は路盤材などに再利

用されている．しかしながら2010年は2,000万

m３に，2020年には2,500万m３にも達すると予

測されている．これは現在の生産量にも匹敵す

る量であり，現状の利用法だけでは消化できな

いことが明らかになっている．特に高度成長期

の建物の解体が今後急増することが予測される

ため，利用法の検討が急務となっている．実験

では解体コンクリートをポーラスコンクリート




